
長い文章を読んでえらぼう
小5／少し長い文章を読んで、文章に書いてあることを2つえらびましょう
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1　太陽の光を電気にを よんで、文章に書いてあることを2つえらびましょう。

太陽光発電は、太陽の光を太陽電池に当てて電気をつくるしくみである。燃料をもやさないため、二酸化炭素を
ほとんど出さず、環境にやさしい。ただし、夜や天気の悪い日には発電できないという弱点もある。そのため、
他の発電方法と組み合わせて使う工夫が進められている。

1 太陽光発電でつくった電気は、電池にためておける。

2 屋根に太陽光パネルをのせる家がふえている。

3 太陽光発電は、ほかの発電方法と組み合わせて使われる。

4 太陽電池は、光の当たる角度によって発電する量が変わる。

5 太陽光発電は、夜には電気をつくれない。

2　わたり鳥の旅を よんで、文章に書いてあることを2つえらびましょう。

つばめやはくちょうのようなわたり鳥は、季節に合わせて数千キロもの距離を移動する。えさが豊富な地域で子
育てをし、寒くなるとあたたかい地域へ移る。長い旅の間、太陽や星の位置、地形などを手がかりに方角を知る
といわれている。同じ個体が毎年ほぼ同じ経路をたどることも確かめられている。

1 わたり鳥は、旅の前にたくさん食べて体に脂肪をためる。

2 わたり鳥は、寒くなるとあたたかい地域へ移る。

3 同じ鳥が、毎年ほぼ同じ経路で移動することがある。

4 わたり鳥は、V字の形にならんで飛ぶことがある。

5 わたり鳥の中には、海の上を休まず飛ぶものもいる。


